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特別記事

特
別
記
事

家
近
亮
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
家
近
亮
子
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
南
京
国
民
政
府
の
研

究
－
支
配
の
不
浸
透
要
因
の
分
析
」
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
章
　
　
序
論

　
第
二
章
　
　
孫
文
の
北
京
に
お
け
る
死
と
そ
の
政
治
効
果

　
　
　
　
　
　
　
－
中
国
国
民
党
の
北
方
認
識
及
び
政
策
へ
の
影
響

　
第
三
章
　
　
蒋
介
石
の
「
反
共
化
」
構
造
と
「
四
・
一
ニ
ク
ー
デ

　
　
　
　
　
　
タ
ー
」

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

南
京
国
民
政
府
の
北
方
へ
の
権
力
浸
透
に
つ
い
て

南
京
国
民
政
府
の
成
立
と
正
当
性
の
確
立
に
つ
い
て

　
ー
支
配
の
不
浸
透
要
因
の
形
成
ー

南
京
国
民
政
府
の
中
央
権
力
機
構
の
変
遷
と
蒋
介
石

蒋
介
石
の
外
交
戦
略
と
日
本

中
国
国
民
党
に
お
け
る
党
員
と
党
費
問
題
に
か
ん
す

第
九
章

第
一
〇
章

る
考
察

南
京
国
民
政
府
の
権
力
浸
透
の
一
側
面

　
－
党
基
層
組
織
か
ら
の
視
点
－

結
論

　
本
論
文
に
お
け
る
南
京
国
民
政
府
と
は
、
一
九
二
七
年
四
月
一
八

日
南
京
で
成
立
し
一
九
四
九
年
一
二
月
七
日
台
湾
へ
遷
都
し
、
中
国

国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
と
略
称
）
の
独
裁
的
支
配
下
に
あ
っ
た
政

府
を
指
す
。
こ
の
時
期
に
何
故
国
民
党
が
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中

共
あ
る
い
は
共
産
党
と
略
称
）
に
敗
北
し
た
の
か
、
こ
れ
は
著
者
な

ら
び
に
中
国
近
代
史
の
研
究
者
の
間
に
お
け
る
最
も
重
要
な
共
通
の

課
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
日
本
に
お
け
る
最
初
の
個

人
の
研
究
者
に
よ
る
南
京
国
民
政
府
な
ら
び
に
国
民
党
の
総
合
的
研

究
で
あ
る
。
第
一
章
の
序
論
は
、
本
論
文
の
全
体
的
構
想
、
分
析
視

角
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
研
究
か
ら
得
た
著
者
の
結
論
を
も

内
包
し
て
い
る
。
本
論
文
の
主
要
な
目
的
は
、
南
京
国
民
政
府
な
ら

び
に
そ
れ
を
指
導
し
た
国
民
党
の
敗
北
の
原
因
究
明
に
あ
っ
た
。
家

近
君
は
、
敗
北
の
外
的
要
因
と
し
て
、
軍
事
的
統
一
を
目
指
し
た
北

伐
の
不
十
分
さ
、
中
共
な
ら
び
に
日
本
軍
と
の
戦
い
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
国
民
政
府
と
国
民
党
の
疲
弊
、
社
会
的
・
経
済
的
混
乱
な
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ど
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
著
者
が
最
も
重
視
す
る
の
は
、
国
民
政

府
の
権
力
の
不
浸
透
と
い
う
政
府
と
党
独
自
の
内
的
要
因
で
あ
る
。

　
近
代
国
民
国
家
成
立
の
最
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
は
、
中
央
政
府

の
権
力
が
国
境
の
隅
々
ま
で
一
律
に
浸
透
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

下
で
政
治
的
近
代
化
の
諸
要
素
が
達
成
さ
れ
る
。
民
主
主
義
、
政
治

の
制
度
化
、
人
民
の
政
治
参
加
、
議
会
制
、
政
党
政
治
、
官
僚
制
化

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
政
府
権
力
の
不
浸
透
は
、

こ
れ
ら
の
諸
要
素
の
実
現
を
困
難
に
す
る
。
か
か
る
政
治
構
造
が
中

華
人
民
共
和
国
に
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、

こ
の
研
究
は
極
め
て
現
代
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
以
下
の
各
章
に
お
い
て
南
京
国
民
政
府
の
権
力
の
浸

透
の
度
合
い
が
分
析
の
対
象
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
広
大
な
地
域
と
地
方
的
文
化
の
差
異
の
大
き
な
中
国
の
政
治
発
展

を
考
察
す
る
に
あ
た
り
考
慮
す
べ
き
一
つ
の
要
素
は
、
南
北
の
差
異

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
中
央
権
力
の
地
方
へ
の
浸
透
の
問
題
と
も
関

連
し
て
い
た
。
中
国
国
民
党
の
前
身
は
、
興
中
会
、
中
国
同
盟
会
、

国
民
党
、
中
華
革
命
党
に
あ
っ
た
。
第
一
一
章
は
、
一
九
二
年
の
辛

亥
革
命
か
ら
二
八
年
の
北
伐
の
完
成
に
至
る
こ
れ
ら
の
政
党
の
発
展

に
お
け
る
南
北
の
地
域
的
差
異
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
国
民
党
は
元
来
南
方
に
拠
点
を
持
ち
、
北
伐
を
通
し
て
北
方
の
軍

閥
支
配
を
打
倒
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
党
の
北

方
に
お
け
る
影
響
力
は
弱
体
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
孫
文
率
い
る

国
民
党
は
一
九
二
四
年
九
月
北
伐
宣
言
を
発
し
た
。
彼
は
神
戸
を
経

由
し
て
二
五
年
一
月
北
京
に
到
着
す
る
が
、
か
ね
て
か
ら
患
っ
て
い

た
肝
臓
癌
が
悪
化
し
、
三
月
に
同
地
で
客
死
し
た
。
国
民
党
は
孫
文

の
死
の
機
会
を
と
ら
え
党
な
ら
び
に
三
民
主
義
の
思
想
を
北
京
を
中

心
と
す
る
北
方
に
お
い
て
宣
伝
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
家
近
君
は
、

こ
れ
ま
で
脆
弱
で
あ
っ
た
国
民
党
の
影
響
力
が
孫
文
の
死
を
通
し
て

北
方
の
民
衆
に
浸
透
し
て
い
く
過
程
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

浸
透
が
北
方
に
お
け
る
国
民
党
組
織
の
拡
大
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た

限
界
を
も
実
証
的
に
解
明
し
て
い
る
。
第
二
章
の
評
価
す
べ
き
点
は

こ
こ
に
あ
る
。

　
第
三
章
は
、
本
論
文
の
焦
点
で
あ
る
南
京
国
民
政
府
成
立
の
性
格

を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
四
月
一
八
日
に
成
立
し
た
南

京
国
民
政
府
は
蒋
介
石
指
導
下
の
国
民
党
の
反
共
化
の
産
物
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
四
月
一
二
日
に
断
行
さ
れ
た
蒋
介
石
の
「
四
・
一
二

反
共
ク
ー
デ
タ
ー
」
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
「
四
・
二
一
ク
ー

デ
タ
ー
」
か
ら
南
京
国
民
政
府
の
成
立
に
至
る
一
週
間
足
ら
ず
の
時

期
は
国
民
革
命
の
反
共
化
と
い
う
点
で
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
が
、

家
近
君
は
こ
の
時
期
に
関
し
以
下
の
三
点
に
お
い
て
新
た
な
解
釈
を

加
え
て
い
る
。
①
蒋
介
石
の
反
共
化
を
一
九
…
二
年
の
ソ
連
訪
間
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
、
こ
の
時
期
を
一
貫
し
た
反
共
主
義
者
で
は
な
く
、
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反
共
と
共
産
党
と
の
協
力
の
間
で
揺
れ
る
波
の
立
場
を
解
明
し
て
、

そ
の
背
後
に
あ
る
蒋
介
石
の
中
国
統
一
へ
の
目
標
と
戦
略
を
見
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
②
江
精
衛
ら
と
の
関
係
に
対
す
る
配
慮
か
ら

「
四
・
一
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
」
に
踏
み
切
る
ま
で
に
蒋
介
石
に
た
め
ら

い
が
あ
っ
た
こ
と
。
③
蒋
介
石
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
背
後
に
は
上
海
の

資
本
家
た
ち
、
ア
メ
リ
カ
、
国
民
党
監
察
委
員
会
の
要
請
が
あ
っ
た

こ
と
を
実
証
し
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
す
で
に
著
者
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
党
の
北
方
に
お
け

る
基
盤
は
弱
体
で
あ
っ
た
。
第
四
章
は
、
北
伐
完
成
前
後
の
国
民
党

を
取
り
上
げ
、
こ
の
問
題
を
検
証
し
て
い
る
。
時
期
は
二
つ
に
分
れ

る
。
第
一
は
蒋
介
石
が
一
時
的
下
野
か
ら
復
帰
し
た
一
九
二
八
年
一

月
か
ら
六
月
ま
で
の
北
伐
完
成
直
前
の
時
期
で
あ
り
、
第
二
は
二
八

年
六
月
の
北
伐
完
成
直
後
の
時
期
で
あ
る
。

　
第
一
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
点
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

①
南
京
国
民
政
府
は
財
政
的
困
難
に
直
面
し
て
い
た
が
た
め
に
北
伐

に
お
け
る
軍
事
的
制
圧
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
張
作
森
、
閻

錫
山
、
漏
玉
祥
ら
の
北
方
の
指
導
者
の
一
定
の
独
立
性
を
認
め
、
妥

協
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
。
②
北
方
に
お
け
る
国
民
党
組
織
の

伝
統
的
弱
さ
。
③
凋
玉
祥
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
京
国
民
政

府
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し
て
期
待
し
た
社
会
・
経
済
的
困
難
の
解

決
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
の
北
伐
完
成
直
後

の
時
期
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
三
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
①
北

方
に
お
い
て
党
中
央
組
織
へ
の
集
権
化
が
進
ま
ず
、
明
ら
か
に
省
へ

集
中
し
た
こ
と
。
②
軍
事
費
削
減
の
一
環
と
し
て
地
方
、
と
く
に
北

方
の
兵
力
削
減
を
試
み
る
も
、
地
方
の
抵
抗
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
。
③
中
央
は
省
以
下
の
地
方
政
府
人
事
を
十
分
に
統
制

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
家
近
君
は
本
章
に
お
い

て
、
北
伐
完
成
前
後
に
南
京
国
民
政
府
の
権
力
が
北
方
に
十
分
浸
透

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
九
二
八
年
六
月
北
伐
完
成
に
よ
り
南
京
国
民
政
府
は
ひ
と
ま
ず

全
国
政
府
と
な
る
。
第
五
章
で
著
者
は
、
相
互
に
関
連
し
た
二
つ
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
第
　
は
政
府
権
力
の
全
国
的
浸
透
と
い

う
全
体
的
問
題
意
識
の
下
で
南
京
国
民
政
府
が
い
か
に
し
て
正
当
政

府
と
し
て
の
立
場
を
確
保
す
る
の
か
、
第
二
は
政
府
の
正
当
性
確
保

の
努
力
が
権
力
の
浸
透
を
妨
げ
る
要
因
を
内
包
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
第
一
の
政
府
の
正
当
性
確
立
の
問
題
に
関
し
て
、
家
近
君
は
国
民

党
内
、
全
国
、
国
際
の
三
つ
の
側
面
で
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
国

民
党
内
の
問
題
と
し
て
は
、
一
九
二
七
年
七
月
の
国
共
合
作
分
裂
以

来
の
反
共
政
策
の
正
当
化
、
二
七
年
の
国
共
合
作
期
に
武
漢
と
南
京

に
並
立
し
た
二
つ
の
国
民
党
政
府
の
正
統
性
の
問
題
、
「
制
度
化
」

U
党
と
政
府
機
構
の
構
築
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
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問
題
と
し
て
は
、
上
海
資
本
家
層
と
北
方
の
軍
事
指
導
者
の
代
表
と

し
て
凝
玉
祥
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
彼
ら
が
南
京
国
民
政
府
の
正
当
性

を
承
認
し
て
い
く
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
国
際
的
側
面

で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
中
心
と
な
り
、
欧
米
列
強
が
二
八
年
に
南
京
国

民
政
府
を
中
華
民
国
の
正
式
政
府
と
し
て
承
認
す
る
過
程
が
解
明
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
紙
数
の
関
係
で
以
上
の
正
当
化
の
過
程
の

具
体
的
内
容
に
言
及
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

　
本
章
の
特
徴
は
、
上
述
の
南
京
国
民
政
府
の
確
立
の
過
程
が
ま
た

政
府
権
力
の
全
国
的
浸
透
を
阻
害
す
る
要
因
を
内
包
し
て
い
た
と
い

う
論
理
構
成
で
あ
る
。
こ
の
過
程
を
推
進
し
て
い
っ
た
の
は
蒋
介
石

で
あ
っ
た
。
彼
が
孫
文
の
思
想
に
「
忠
実
」
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
胡
漢
民
、
国
民
党
監
察
委
員
会
な
ど
の
反
発
を
招
か
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
当
時
は
孫
文
の
革
命
発
展
段
階
か
ら
す

れ
ば
訓
政
時
期
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
↓
種
の
「
指
導
さ
れ
た
民
主

主
義
」
で
あ
り
、
そ
の
問
題
の
焦
点
は
国
民
党
の
政
府
に
対
す
る
独

裁
的
支
配
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
胡
漢
民
ら
の
反
対
派
は
党
の

独
裁
的
支
配
に
反
対
し
、
権
力
分
立
に
よ
る
均
衡
を
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
全
国
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
北
伐
以
後
も
地
方
自
治

の
名
の
下
に
地
方
の
指
導
者
の
勢
力
が
温
存
さ
れ
、
中
央
政
府
の
権

力
浸
透
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
南
京
国
民
政
府
の
確
立
過
程
は
中
央
権
力
の
浸
透
を
阻
害
す
る

要
因
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
著
者
の
こ
の
措
定
は
妥
当
で
あ

り
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
本
章
で
は
、
政
治
史
の
観
点
か
ら

し
て
南
京
国
民
政
府
の
権
威
の
確
立
過
程
を
阻
害
す
る
要
因
が
よ
り

詳
細
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
第
六
章
の
論
理
構
成
は
、
政
府
と
党
の
最
高
政
策
決
定
機
関
の
不

安
定
性
が
政
策
実
施
を
不
徹
底
に
し
、
し
た
が
っ
て
中
央
政
府
の
権

力
の
浸
透
を
阻
害
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
の
関
連
で
、

最
高
政
策
決
定
機
関
に
対
す
る
蒋
介
石
の
関
与
の
間
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
南
京
国
民
政
府
な
ら
び
に
国
民
党
に
お
け

る
蒋
介
石
の
独
裁
が
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
家
近
君
は
そ

の
分
析
を
通
し
て
事
実
に
お
い
て
蒋
介
石
の
地
位
が
よ
り
不
安
定
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
観
点
か
ら
、
国
民
政
府
と
国
民
党
を
統
合
す
る
中
央
政
治

会
議
（
一
九
二
八
年
～
三
一
年
）
、
「
中
華
民
国
訓
政
時
期
約
法
」
を

通
過
さ
せ
た
国
民
会
議
（
コ
ニ
年
）
、
三
二
年
に
南
京
で
再
組
織
さ

れ
た
国
民
政
府
に
お
け
る
集
団
指
導
体
制
が
分
析
さ
れ
る
。
そ
こ
で

は
、
蒋
介
石
の
権
力
は
独
裁
か
ら
程
遠
く
、
よ
り
相
対
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蒋
介
石
が
自
ら
の
相
対
化
さ
れ
た
権

力
を
補
っ
た
の
が
、
三
民
主
義
力
行
社
、
中
華
復
興
社
、
C
・
C
団

な
ど
の
彼
に
忠
誠
を
誓
う
秘
密
組
織
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
著
者

の
見
解
で
あ
る
。
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一
九
三
七
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
再
び
国
共
合
作
が
成

立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
戦
時
の
最
高
権
力
機
関
は

「
最
高
国
防
会
議
」
（
三
七
年
九
月
）
と
な
り
、
さ
ら
に
「
国
防
最
高

委
員
会
」
（
三
九
年
一
月
）
に
発
展
す
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
に
お
い

て
蒋
介
石
な
ら
び
に
国
民
党
は
主
導
権
を
保
持
し
て
い
た
も
の
の
、

戦
時
の
国
共
合
作
と
い
う
政
治
機
構
の
な
か
で
、
中
共
を
初
め
と
す

る
他
の
政
党
政
派
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
民
党
の
指
導
の
凝

集
性
が
拡
散
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
そ
こ
で
国
民
党
は
、
三
八
年

三
月
臨
時
全
国
代
表
大
会
を
開
き
、
総
裁
制
を
採
用
し
、
総
理
・
孫

文
に
匹
敵
す
る
強
い
権
力
を
蒋
介
石
に
与
え
た
。
つ
ま
り
、
党
内
に

お
け
る
蒋
介
石
へ
の
権
力
集
中
が
政
府
に
お
け
る
国
民
党
の
相
対
的

後
退
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
事
実
は
、
南
京
国
民
政
府
・
国
民
党
・
蒋
介

石
へ
の
独
裁
的
権
力
の
集
中
と
い
う
従
来
の
図
式
を
否
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
党
・
国
家
の
権
力
の
不
安
定
性
を
意
味
し
、

ひ
い
て
は
中
央
の
権
力
の
全
国
的
浸
透
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
第
八
章
は
、
国
民
党
の
党
員
と
党
費
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

南
京
国
民
政
府
は
原
則
と
し
て
国
民
党
の
指
導
下
に
あ
り
、
政
府
の

権
力
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
党
員
の
質
の
確
保
、
党
規
律
の
保

持
、
党
費
の
徴
収
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
章
は
、
か
か
る
観
点
か
ら
、

興
中
会
成
立
か
ら
大
陸
に
お
け
る
国
民
党
の
敗
退
に
至
る
ま
で
の
党

規
約
と
関
連
文
書
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
南
京
国
民
政
府
と
の

関
連
か
ら
す
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
国
民
党
時
期
が
重
要
で

あ
る
。

　
家
近
君
は
、
党
と
党
員
の
在
り
方
に
関
し
国
民
党
の
理
論
家
・
王

楽
平
の
著
作
を
引
用
し
、
「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
型
」
と
「
レ
ー
ニ
ン

型
」
と
い
う
二
つ
の
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
。
前
者
は
、
「
党
を
賛
助

し
、
党
の
監
督
を
う
け
る
」
者
を
党
員
と
す
る
、
緩
い
規
律
の
党
で

あ
る
。
後
者
は
、
「
た
だ
党
綱
を
承
認
し
、
経
済
を
維
持
す
る
だ
け

で
な
く
、
必
ず
や
積
極
的
に
党
の
工
作
に
参
加
す
る
」
こ
と
を
党
員

に
要
求
す
る
政
党
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
党
員
の
個
人
的
党
費

負
担
は
大
き
く
な
い
。
同
君
は
さ
ら
に
、
第
三
の
範
疇
と
し
て
一
九

一
四
年
に
組
織
さ
れ
た
中
華
革
命
党
に
基
づ
い
た
「
孫
文
型
」
を
追

加
す
る
。
そ
こ
で
は
、
党
な
ら
び
に
党
指
導
者
へ
の
忠
誠
と
自
己
犠

牲
、
重
い
財
政
負
担
が
要
求
さ
れ
た
。

　
著
者
は
こ
れ
ら
三
つ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
き
党
の
在
り
方
と
党
費
の

歴
史
的
発
展
を
分
析
す
る
が
、
以
下
の
二
点
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

第
一
は
、
国
民
党
が
一
九
三
一
年
の
南
京
に
お
け
る
四
全
大
会
を
境

に
孫
科
、
居
正
ら
の
指
導
下
で
、
革
命
か
ら
国
家
建
設
の
段
階
に
移

行
し
た
と
い
う
認
識
の
下
に
、
国
民
党
を
「
レ
ー
ニ
ン
型
」
か
ら

「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
型
」
の
よ
り
開
か
れ
た
党
に
転
換
し
た
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
九
四
五
年
の
六
全
大
会
以
後
蒋
介
石
は

「
孫
文
型
」
の
党
に
回
帰
す
る
こ
と
を
求
め
、
国
共
内
戦
の
な
か
で

党
員
に
大
き
な
自
己
犠
牲
と
財
政
的
負
担
を
要
求
し
た
た
め
に
、
逆

に
党
員
の
離
反
を
招
き
、
国
民
政
府
の
崩
壊
と
党
の
敗
退
を
招
い
た

と
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
党
員
の
離
反
を
招
い
た
の

は
自
己
犠
牲
と
党
費
の
問
題
が
唯
一
の
原
因
で
は
な
く
、
内
戦
の
全

般
的
な
政
治
・
軍
事
情
勢
も
影
響
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　
第
九
章
は
前
章
の
問
題
を
引
き
継
ぎ
、
党
・
国
の
支
配
を
社
会
に

浸
透
さ
せ
る
た
め
の
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
の
異
な
る
党
の
基
層
組
織
の

役
割
と
実
態
を
扱
っ
て
い
る
。
区
分
部
、
党
団
、
小
組
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
党
が
中
国
社
会
と
直
接
接
す
る
機
能
を
有
し

て
い
た
。

　
区
分
部
の
規
定
は
、
一
九
壬
二
年
三
月
中
国
国
民
党
広
州
市
全

体
党
員
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
中
国
国
民
党
章
程
草
案
」
の
な
か
に

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
四
年
一
月
国
民
党
一
全
大
会
で
採
択

さ
れ
た
党
章
程
の
基
礎
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
組
織
さ

れ
た
国
民
党
は
、
中
央
か
ら
地
方
に
至
る
全
国
・
省
・
県
と
市
・

区
・
区
分
部
の
組
織
系
統
を
設
定
し
た
。
区
分
部
は
党
の
基
層
組
織

で
あ
り
、
決
議
の
執
行
、
党
員
募
集
、
宣
伝
、
上
級
へ
の
代
表
の
選

出
な
ど
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
著
者
は
、
一
九
二
〇
年
代
の

国
民
党
の
各
地
に
お
け
る
組
織
建
設
の
立
ち
遅
れ
の
実
態
を
分
析
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
区
分
部
も
十
分
に
大
衆
の
な
か
に
浸
透
で
き
な
か

っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
党
団
も
一
九
二
三
年
の
党
章
程
草
案
の
な
か
に
現
れ
る
が
、
党
の

支
配
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
学
校
、
労
働
組
合
、
農
民
組
合
、
議
会

な
ど
の
大
衆
的
非
党
組
織
の
な
か
で
国
民
党
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、

各
段
階
の
党
執
行
委
員
会
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

第
一
次
国
共
合
作
の
な
か
で
党
団
は
国
民
党
よ
り
も
む
し
ろ
共
産
党

の
影
響
力
の
拡
大
に
利
用
さ
れ
た
。
国
民
党
が
党
団
の
役
割
を
重
視

し
、
真
剣
に
組
織
上
の
整
備
を
始
め
る
の
は
国
共
合
作
分
裂
後
の
一

九
二
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
試

み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
団
は
十
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
か
っ

た
と
い
う
の
が
著
者
の
見
方
で
あ
る
。

　
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
は
一
九
三
二
年
六
月
に
党
小
組
を
組
織

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
本
来
県
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
組

織
が
成
立
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
党
員
を
訓
練
し
、
党
の
組
織
的
基

盤
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
八
年
国
民
党
臨
時
全
国
代
表
大

会
は
、
蒋
介
石
の
指
導
下
で
抗
日
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
党
の
区

分
部
と
党
団
を
活
用
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上

に
注
目
す
べ
き
は
、
党
の
大
衆
的
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
に
蒋
介
石

が
大
き
す
ぎ
る
区
分
部
に
代
わ
っ
て
小
組
の
役
割
を
重
視
し
た
こ
と
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で
あ
る
。
つ
ま
り
、
区
党
部
で
は
な
く
県
党
部
の
直
接
的
監
督
下
に

小
組
を
置
き
、
社
会
の
末
端
ま
で
党
の
支
配
を
浸
透
さ
せ
、
伝
統
的

な
保
甲
制
と
も
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
組
織
的

整
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抗
日
戦
争
と
い
う
戦
時
体
制
の
な
か
で
こ

の
県
党
部
・
小
組
・
保
甲
制
と
い
う
経
路
も
十
分
に
機
能
し
な
か
っ

た
と
い
う
の
が
著
者
の
結
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
南
京
国

民
政
府
の
支
配
が
十
分
に
浸
透
し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
一
〇
章
の
結
論
は
、
孫
文
が
提
唱
し
国
民
党
が
継
承
し
た
軍

政
・
訓
政
・
憲
政
か
ら
な
る
革
命
発
展
の
三
段
階
に
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
と
、
現
実
に
達
成
さ
れ
た
成
果
な
ら
び
に
達
成
さ

れ
な
か
っ
た
課
題
を
、
本
論
文
の
分
析
結
果
に
基
づ
い
て
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
第
七
章
は
こ
れ
ま
で
と
か
く
不
抵
抗
主
義
と
考
え
ら
れ
て

き
た
南
京
国
民
政
府
の
外
交
戦
略
、
特
に
日
本
に
対
す
る
政
策
を
再

考
し
、
そ
の
外
交
上
の
戦
略
・
戦
術
が
近
代
国
民
国
家
樹
立
の
た
め

に
積
極
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
南
京
国
民
政
府
の
権
力

の
不
浸
透
と
い
う
本
論
文
の
全
体
的
主
題
に
必
ず
し
も
直
接
関
連
し

て
い
な
い
が
故
に
、
こ
こ
で
は
審
査
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
論
文
の
最
大
の
特
徴
は
、

政
治
史
に
お
け
る
多
様
な
側
面
か
ら
国
民
党
支
配
下
に
あ
っ
た
南
京

国
民
政
府
の
権
力
が
い
か
に
地
方
に
浸
透
し
な
か
っ
た
か
、
そ
の
こ

と
が
二
〇
世
紀
前
半
の
中
華
民
国
の
政
治
構
造
を
い
か
に
規
定
し
た

か
、
そ
し
て
そ
の
構
造
が
い
か
に
現
代
中
国
の
政
治
に
影
響
し
て
い

る
か
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
近
年
に
お
け
る

中
国
近
代
政
治
史
、
と
く
に
中
国
国
民
党
史
の
研
究
の
成
果
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
今
日
、
台
湾
に
お
け
る
政
治
的
民
主
化
の
進
展
と
と
も
に
、
国
民

党
の
内
部
文
献
や
蒋
介
石
の
個
人
文
書
が
一
層
公
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
著
者
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
お
り
、
日
本
の
資
料
は
い

う
ま
で
も
な
く
中
国
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
の
資
料
と
研
究
成
果
を
利

用
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
体
系
的
に
台
湾
で
公
開
さ
れ
た
文
書
を
利

用
し
、
本
論
文
の
立
論
が
一
層
資
料
的
に
補
充
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

　
す
で
に
本
報
告
の
な
か
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
著
者
の
分
析
視
角

の
妥
当
性
を
認
め
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
ま
だ
十
分
に
論
証
さ
れ

て
い
な
い
点
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
点
が
次
の
段
階
で
よ
り
充
実

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
以
上
指
摘
し
た
諸
点
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
審
査
員
一
同
は
本
論
文

で
示
さ
れ
た
家
近
亮
子
君
の
学
識
に
対
し
、
博
士
学
位
（
法
学
、
慶

鷹
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
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平
成
二
二
年
五
月
二
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

山
田
　
辰
雄

小
此
木
政
夫

国
分
　
良
成

中
島
信
吾
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
中
島
信
吾
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
戦
後
日
本
の
防

衛
政
策
1
『
吉
田
路
線
』
を
め
ぐ
る
政
治
・
外
交
・
軍
事
　
　
」

は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
を
契
機
と
す
る
再
軍
備
の
開
始
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
に
至
る
日
本
の
防
衛
政
策
を
、
政
治
外
交
史

お
よ
び
軍
事
史
の
視
角
か
ら
分
析
し
た
力
作
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の

防
衛
政
策
は
、
「
吉
田
路
線
」
と
称
さ
れ
る
経
済
復
興
最
優
先
、
防

衛
力
の
漸
進
的
整
備
、
日
米
安
保
体
制
の
堅
持
と
い
う
三
つ
の
柱
か

ら
な
る
政
策
路
線
の
枠
内
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
同
君
は
こ
う
し
た

政
策
路
線
の
歴
史
的
展
開
を
、
国
内
政
治
、
対
外
関
係
、
お
よ
び
軍

事
的
側
面
か
ら
解
明
し
て
い
る
。

　
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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序
章
　
戦
後
日
本
の
防
衛
政
策

　
第
一
節
　
戦
後
日
本
の
防
衛
政
策

　
第
二
節
　
「
吉
田
茂
」
論
争

　
第
三
節
　
問
題
の
所
在
と
各
章
の
課
題


